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（慢性の痛み政策研究事業） 

慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステム構築に関する研究 
分担研究報告書 

 
デイケアを利用している慢性腰痛患者に対する集学的診療の実践 

 
分担研究者 中塚 映政 医療法人青洲会なかつか整形外科リハビリクリニック 院長 

 

研究要旨 
慢性疼痛患者に対して，医師・看護師・理学療法士，作業療法士，臨床心理士などが協同して，

評価・治療を行う集学的診療の有効性は欧米を中心に数多く報告され, 本邦でも痛みセンター
を中心に治療が行われている。一方, クリニックおいて，慢性疼痛患者に対して集学的診療を実
践している施設は未だ少ない。今回，我々は，従来の治療法では効果が認められなかったデイケ
アを利用している慢性腰痛患者に対して，痛み専門医・看護師・理学療法士による集学的診療を
実践して，治療効果を得ることができた。 さらに, 大阪大学医学部附属病院の痛みセンターと
協力して近畿地区におけるクリニックと痛みセンターとの連携を推進している。 

 
Ａ．研究目的 
慢性疼痛患者に対して，医師・看護師・理

学療法士，作業療法士，臨床心理士などが協
同して，評価・治療を行う集学的診療の有効
性は欧米を中心に数多く報告され, 本邦でも
痛みセンターを中心に治療が行われている。
一方で, クリニックおいて，慢性疼痛患者に
対して集学的診療を実践している施設は未だ
少ない。このような現状を打破するために，
我々は，従来の治療法では効果が認められな
かった慢性疼痛患者に対し，痛み専門医・看
護師・理学療法士によるプチ集学的診療を実
践して，整形外科クリニックにおける集学的
診療を確立する。さらに, 大阪大学医学部附
属病院の痛みセンターと協力して関西地域に
おけるクリニックと痛みセンターとの連携を
推進することが本研究の目的である。 
 
Ｂ．研究方法 
痛み専門医・看護師・理学療法士は慢性疼

痛に対する集学的診療に関する講習会や研究
会に参加して治療方法を学ぶ。 
従来の治療法では効果が認められなかった当
院デイケアを利用している慢性腰痛患者に対
し，過去の診療歴，現在の所見，身体機能，
日常生活活動度を評価し，集学的診療を行
う。当院における集学的診療の流れは, ま
ず，痛み専門医，看護師, 理学療法士による 

 
評価を行い, その結果を協議し, 治療方針を
決定する。具体的な治療としては，薬物療
法，運動療法，認知行動療法などがある。特
に,多彩な運動機器を用いて受動的ではなく
能動的な運動を推進して, 治療効果を検討す
る。 
（倫理面への配慮） 
本研究参加者へは十分な説明を行い、同意

を得ている（愛知医科大学倫理委員会）。 
 
Ｃ．研究結果 
慢性腰痛患者に対する治療効果の判定につ

いては，Visual Analogue Scale (VAS)， 
Pain Disability Assessment Scale 
(PDAS)，Roland-Morris 
questionnaire(RDQ), Pain Catastrophizing 
Scaleを用いている。慢性腰痛患者に対して
集学的診療を行うことによって11例中の７
例において, NRS, PDAS, RDQ, PCSが改善し
た。 
 
Ｄ．考察 
本研究結果から，整形外科クリニックにお

いて痛み専門医・看護師・理学療法士による
集学的診療を行うことにより，デイケアを利
用している慢性腰痛患者に対して治療効果が
得られた。一方，整形外科クリニックにおい
て治療効果が得られない症例について，大阪
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大学医学部附属病院などの痛みセンターと連
携することによって治療効果が得られるかど
うかを検討することが必要である。 
 
Ｅ．結論 
整形外科クリニックにおいてデイケアを利

用している慢性腰痛患者に対して集学的診療
を行うことにより、治療効果が得られ、その
ADLならびにQOLを改善することが明らかに
なった。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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2.実用新案登録 
なし 

3.その他 
なし 


